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農水省跡地利用施設建設基本計画策定委員会（第１回）会議要録 
■日 時  平成 16 年５月 17 日（月） 午後６時 30 分～８時 30 分 

■場 所  武蔵野市役所８階 802 会議室        

■出席者  土屋市長・細野委員・清水委員・鈴木委員・川原田委員・ 

古田土委員・川邊委員・檜山委員・藤井委員・小森委員・

塩沢委員・南條委員 ほか 

 
１．開会、委嘱状交付 
 
２．市長あいさつ、施設計画について 
【市長】この施設について、知的創造活動、生涯学習活動の拠点というイメージを持って

いる。対象者は、小さな子どもから 100 歳まで、すべての年齢層を考えている。特にヤ

ング・アダルトから社会構成員になりたての人たちに参加してほしい。また、駅前にあ

るので、市民だけではなく、不特定多数の来館者や、広域ネットワークなども意識する

必要がある。 
 市内、また周辺にはいろいろな大学があり、様々な研究活動や調査活動を行っているが、

この施設で、年に何回かフォーラムを企画して、そのような研究活動等を発表する場とす

るとともに、知的エネルギーを引き出していく場にしていきたい。 
 また、武蔵野市の財産、特徴は「人」である。市内には、多くの大学の教授、助教授な

どが居住し、その他の分野においても、非常に知的な方々が多い。こういう人たちにも参

加いただけるようなものを考えていきたい。 
  

３．委員長、副委員長指名 
【市長】委員長、副委員長については、要綱において市長が指名することになっているの

で、この計画に責任を持つという立場から、古田土助役を委員長に、永並助役を副委員

長にさせていただきたいがいかがか。 
【委員】異議なし。  
 
４．委員自己紹介 
  
５．議事 
資料説明（事務局） 

 ・農水省食糧倉庫跡地についての経過 
 ・建設基本計画策定委員会スケジュール 
・新公共施設基本計画策定委員会報告書の概要 
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・設計プロポーザル 
・主な市内公共施設 

 ・武蔵野市の図書館、運営委員会報告書、選書部会報告書 
 ・武蔵境駅周辺地区開発について 
○質疑 

【委員】「知識・情報の場」ということを考えると、あまり施設・場所にとらわれず、家庭

等どこからでも情報を入手、発信できるという考え方があってもよい。「『会議・研究・

発表』のための施設」という点では、講座を実施する場だけでなく、他の図書館等の施

設でも講座を見られるなど、ネットワークを活用した事業展開も考えられる。図書館に

電子メディアのセンター機能をもたせるなら、ネットワーク環境を充実させるイメージ

が必要だ。 
【委員長】参考にさせていただきたい。 
 


